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サブリーダー 大槻知明
実空間に存在する人やもの，あるいは空間それ自体の

状態をセンシングする機器同士が通信することで様々な
サービスを提供していくユビキタスセンサネットワーク
の研究は 15 年余りの歴史があるが，小規模センサネッ
トワーク以外の適用先はなかなか見つからず，企業にお
ける研究開発も縮小の一途をたどってきた．しかし，
2010 年頃から注目されてきたビッグデータにおいて，
人やものの動きを時系列に把握できるセンサデータは
Web 上のデータとともにビッグデータの中核を担うよ
うになってきた．センサデータは，人やものに関するカ
テゴリカルデータと対応付け，統計学やデータマイニン
グ技術を活用して特徴量を抽出することで，これまで定
量化が難しかった人の経験値を工学へ適用するための一
つの突破口となる．現在は，労働コストの削減や利益率
向上を目標に，農業や建築・土木，流通など様々な産業分
野で，センサデータを使った研究開発が進められている．
本小特集は知的環境とセンサネットワーク（ASN :

Ambient intelligence and Sensor Networks）研究専門委
員会との共同企画であり，我々の生活の基本である“食”
について，“作る→運ぶ→食べる→健康を管理する”と
いう四つの観点からそれぞれの技術を解説して頂く．
まず“作る”の観点から，農業と漁業に関する三つの
技術を紹介して頂く．1 章では，農業全般における ICT
の取組みを俯瞰した立場から，日本の農業における後継
者不足，国内市場の縮小，食への信頼などの従来の農業
における問題に対して解説して頂いた後，農業用 ICT
として，GPS ガイダンスや農作業ロボットなど ICT 市
場での全体的な取組み，更にセンサネットワークとクラ
ウドサービスについて詳しく紹介して頂く．2 章では，
農業の中からぶどう栽培に限定し，ぶどうべト病など病

気の原因となるかびの発生と温度湿度の関係に関する特
徴量を抽出し，かび発生予測とその検証結果について解
説して頂く．3 章では，漁業における取組みとして，養
殖魚にデータロガーを装着して加速度を記録し，エネル
ギー消費量を推定する「魚版活動量計」について紹介し
て頂く．基本的な試験はコイで実施し，次にマダイへ適
用し活動量とエネルギー消費量の関係から給餌の量をコ
ントロールするアルゴリズムについて解説して頂く．
“運ぶ”の観点からは，Auto ID の歴史とアクティブ
RFID のりんごの保冷輸送実験，日本とオランダのコン
テナの輸送実験，最新技術として 10 年の電池寿命を実
現できるアクティブRFID をプラスチックのパレットに
内蔵した「スマートパレット」について，4 章で解説し
て頂く．
“食べる”の観点からは，全国に 400 店舗以上を展開
している回転寿司チェーンのスシローで行っている IC
タグを使ってレーンに流れる寿司の単品管理，食材廃棄
率の低減とオペレーションの効率化を行う「寿司総合管
理システム」，及び Amazon Kinesis を使ったセンサ
データのクラウド管理方法と分析結果について，5 章で
解説して頂く．
最後に“健康を管理する”の観点から，自己管理のた

めのマルチメディア食事記録ツールとしてスマートフォ
ン向けに開発した「FoodLog」の概要，AppStore と
Google’s Play Store での公開を経て収集された 200 万件
の一般ユーザのデータのうち，100 万件のデータを使っ
て行った食事名のカテゴリー自動生成手法と評価結果，
及び今後の展望について，6 章で解説して頂く．
本小特集を通じて，センサ技術を使って知的に“食”
をサポートする環境を提供する技術に対して理解を深め
るとともに，今後の研究開発の参考にして頂ければと
願っている．
最後に，御多忙な中，御執筆頂いた著者の皆様，並び

に企画編集に御協力頂いたASN 研究専門委員会のメン
バーと編集チームメンバーの皆様に深く感謝申し上げる．
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